「市町農業振興地域整備計画の随時変更に係る県知事協議の簡略化」にかかる取扱い
１　提案の概要

· 市町が農振整備計画を定める又は変更する際は、県へ事前協議を行い、県は書類審査、現地調査を行い農振法の変更要件を満たしていることを確認した場合、市町へ回答することとなっている。

· 農振整備計画の円滑な実施のため、県事務取扱要領を改正し、小規模な市町農振整備計画にかかる県知事手続きを見直してほしいとの提案があった。
＜提案内容＞

	区　分
	提　案　内　容

	青地

編入
	農振計画の随時変更については、県との事前協議は書面協議の形式的審査とする。

	青地

除外
	小規模（申請面積が30a以下）の農振計画の随時変更については、県との事前協議は書面協議の形式的審査とする。


２　県の対応及び委員からの主な意見等

	項　目
	県の対応案
	主な意見等

	
第1回

規制

改革

会議

（H29.1）
	青地

編入
	県として、農業振興上必要な優良農地の確保を市町に対し積極的に働きかけていることから、提案どおりとする。
	【県対応案　了承】

	
	青地

除外
	協議期間の短縮に向け、現地調査を写真等での確認に代えられる場合には、その省略を検討していく。
	・農業振興地域制度を効果的に運用することで、優良農地の確保に努めていただきたい。
・青地からの農地除外は厳重な形で行う（書類審査のみでは不十分）

・ニーズが大きい「青地除外」に対し積極的に対応すべき



	※

委員

説明

（H29.3）
	青地

除外
	協議期間の短縮に向け、現地調査を写真等での確認に代えられる場合には、省略をする。
	【県対応案　了承】


＜※委員説明要旨＞

・県は優良農地を確保しつつ地域の実情に応じた計画的な土地利用が実現できるよ　     う、変更要件の慎重な審査が必要であると引き続き認識している。

・このため書類審査・現地調査は引き続き行うが、現地調査を写真等での確認に代えられる場合は省略する。



資料２








